
　

今
も
昔
も
鹿
児
島
の

　

交
通
の
要
衝

　

鹿
児
島
の
海
の
玄
関
口
と
し
て

　

発
展
を
続
け
る
鹿
児
島
港

　
鹿
児
島
港
は
、
祇
園
之
洲
か
ら
平
川
ま
で
の
南
北
約
20
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
地
域
に
七
つ
の
港
区
を
有
し
、
関
東
地
区
や
阪
神

地
区
、
県
内
離
島
、
沖
縄
、
そ
し
て
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
を

航
路
で
結
ん
で
い
ま
す
。
航
路
本
数
は
日
本
一
、
乗
降
客
数
は

第
二
位
を
誇
る
日
本
有
数
の
大
規
模
な
港
で
、
取
扱
貨
物
量
は

年
間
約
4
0
0
0
万
ト
ン
と
物
流
拠
点
と
し
て
も
重
要
な
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
歌
謡
曲
の
中
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
港
町
で
あ
る
鹿
児

島
市
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
、
港
と
と
も
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
港
の
歴
史
は
約
６
７
０
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
当

初
は
現
在
の
本
港
区
付
近
か
ら
開
港
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
薩

摩
藩
が
大
規
模
な
整
備
事
業
を
進
め
、
海
岸
部
を
徐
々
に
埋
め

立
て
て
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
県
内
各
地
の
物
産
を
大
阪
や
江

戸
に
送
り
出
し
、
鎖
国
中
も
琉
球
を
通
じ
て
の
貿
易
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
物
流
が
増
大
し
、
数
多
く
の
船
舶
や
、

大
型
船
の
入
港
を
可
能
に
す
る
た
め
に
大
規
模
な
改
修
が
行
わ

れ
、明
治
40
年
に
「
重
要
港
湾
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

鹿
児
島
駅
が
本
港
区
近
く
に
開
業
し
、
鉄
道
と
海
上
交
通
が
連

結
し
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　
物
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
開
発
が
進
み
、
本
港
区
や
新
港
区
の
ほ
か
、
昭
和
40
年
代
ま

で
に
中
央
港
区
（
当
初
は
南
港
区
、
木
材
港
区
）、
谷
山
港
区
、

鴨
池
港
区
が
整
備
さ
れ
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
地
形
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
港
発
祥
の
地
で
あ
る
本
港
区
は
、
離
島
航
路
を
は
じ

め
、垂
水
航
路・桜
島
航
路
の
発
着
点
と
し
て
永
ら
く
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
港
湾
施
設
が
手
狭
に
な
り
老
朽
化
し
て
き
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和
57
年
に
港
湾
計
画
を
改
定
。
再
開
発
と

離
島
航
路
の
集
約
を
行
う
と
と
も
に
、
港
湾
機
能
の
高
度
化
、

県
民
や
観
光
客
が
楽
し
み
憩
え
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
目

指
し
て
、
昭
和
61
年
に
再
開
発
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成

５
年
に
北
埠
頭
が
供
用
開
始
さ
れ
、
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

貨
物
関
連
施
設
が
新
た
に
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
い
お
ワ
ー
ル
ド

か
ご
し
ま
水
族
館
や
複
合
商
業
施
設
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
も
開

業
し
、
多
く
の
県
民
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
中
央
港
区
に
は
広
大
な
緑
地
空
間
を
備
え
た
「
マ
リ
ン
ポ
ー

ト
か
ご
し
ま
」
が
整
備
さ
れ
、
毎
年
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
船
が
寄
港
。
新
港
区
も
岸
壁
の
耐
震
化
や
旅
客
待
合
所
の
建

て
替
え
な
ど
の
改
修
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
中

の
一
部
供
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
鹿
児
島
港
は
、
時
代
に
合
わ
せ
て
表
情
を
変
え

て
き
ま
し
た
が
、
本
港
区
周
辺
に
は
、
今
も
江
戸
時
代
に
築
か

れ
た
防
波
堤
や
石
づ
く
り
の
倉
庫
群
、「
ボ
サ
ド
桟
橋
」「
名
山

桟
橋
」
の
よ
う
に
当
時
の
桟
橋
名
を
付
し
た
交
差
点
な
ど
、
往

事
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
人
・
物
・
情
報
が
活
発
に
行
き
交
う
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

県
内
外
の
方
々
が
楽
し
み
、
憩
う
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間

と
し
て
、
魅
力
あ
る
南
の
拠
点
「
み
な
と
鹿
児
島
」
の
創
造
を

目
指
し
て
鹿
児
島
港
は
発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。

❶船舶が行き交う現在の鹿児島港

❶

ぎ  

お
ん 

の   

す

「
み
な
と
鹿
児
島
」の
創
造

　
　
　      

　
　
〜
鹿
児
島
港
〜

※
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❷昭和30年代の名山堀近辺　 ❸垂水航路のボサド桟橋（昭和26年頃）　❹桜島桟橋の可動橋落成（昭和40年12月）
❺初寄港した豪華客船クイーンエリザベスⅡ（谷山港：昭和54年3月）　❻完成当時の鹿児島新港（昭和42年11月）

❷❷❸❹

❺❻

※北から本港区、新港区、鴨池港区、中央港区、谷山一区、谷山二区、浜平川港区

（写真提供：名山荘）
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